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T細胞活性化シグナルのダイナミック制御

生体防御の中心を司るT細胞は、ウイルス・細菌をはじめ、無数の抗原に対する特異的な免疫応答を誘導しま
す。T細胞は、T細胞抗原レセプター（TCR）によって抗原を特異的に認識して、活性化し、同じ特異性を持つク
ローンを増殖させ、種々の機能を発現する細胞に分化して、免疫応答を制御しています。斉藤博士は、T細胞
の抗原認識から活性化と機能発現までの制御機構を解明して、これらに関与する分子を標的とし、T細胞を中
心とする免疫制御法の確立、ひいては、自己免疫疾患、感染症の制御や移植などへの応用を目指しています。
本講演では、T細胞活性化と寛容のシグナル制御について、種々の活性化シグナル分子が、いつどこに発現
し集積して、運命決定のシグナル伝達を行うか、というダイナミズムを解析した結果について講演して頂きます。
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